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在宅医療連携拠点事業推進協議会 
３年間の取り組み ①

問 保険課連携推進係 ☎21-０３０４

　今回から、高梁市在宅医療連携拠点事業推進協議会の仲田永造会長に、同協議会の３年間の取り組みについてお
話を伺います。今回は、普及啓発活動を中心にお話をお聞きしました。
　同協議会では、在宅医療についての啓発活動に取り組んでいます。具体的には、在宅医療の理解を促進するため
に市民公開講座や各種団体への啓発を行いました。
　また、自宅での生活を支えるためには、実践力のある専門職が一体的
にサービスを提供することが不可欠です。そこで、医療スタッフと介護
スタッフなどが一堂に会して意見交換を行う「ワールドカフェ」も開催し、
在宅医療を推進するために必要な取り組み等について検討を行いました。
この活動をとおして専門職間の連携が強まり、質の高い支援を提供する
ことができるようになったそうです。これらの取り組み等から、自宅で
の療養を選択する市民が増えてきている事を実感されているそうです。
　さらに、在宅医療は、家族の理解や地域の協力が必要となります。また、単身者であっても、安心して在宅医療
を受けることが出来るシステム作りに取り組むことを今後の課題として挙げられていました。
　仲田先生のお話を伺い、地道な活動が、高梁市の在宅医療や地域生活を支えていることを感じました。病気にな
っても、病院や介護施設の利用だけではなく、在宅医療も選択肢に入れてみてはいかがでしょうか。
　次回は、在宅医療を支える仕組みづくりについてお話を伺います。
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募集締め切り 1月29日(金) まで !!
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